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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、現象学における世界概念の体系的および哲学史的意義を明らかにす
ることである。その際、特に、現象学的世界概念への貢献の大きいオイゲン・フィンクの思想を中心とした。本
研究の成果と特徴は、これまで扱われることの少なかった現象学的世界概念を、(1)カントを中心としたその前
史、(2)その体系的解明、および(3)その哲学史的位置づけをおこなった点にある。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to systematically illustrate  the 
phenomenological concept of the world and to demonstrate its historical significance. The project 
focuses especially on Eugen Fink's philosophy that  has made significant contributions to the 
phenomenology of the world. This research project consists of the following studies: (1) the 
explanation of its prehistory with special regard to Kant's philosophy, (2) its systematic 
reconstruction as such, and (3) the evaluation of its importance in the context of the history of 
philosophy .

研究分野： 現象学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 報告者はこれまで、エトムント・フッサー
ル（1859-1938）とマルティン・ハイデガー
（1889-1976）の高弟として、彼らの現象学
的思想の内在的批判と展開により、後の現象
学運動に多大な影響を与えたオイゲン・フィ
ンク(1905-1975)、とりわけその初期の哲
学・思想(1928-1940 年代初頭)を中心とする
現象学運動研究に従事してきた。その研究を
通じて明らかとなった課題は以下三点に要
約される。 
（問題点１）これまでの申請者の研究は、後
の現象学運動に与えたフィンクの影響の解
明に留まり、西洋哲学史全体におけるフィン
ク思想の位置づけを明瞭に示していない。 
（問題点２）申請者の研究は、初期フィンク
思想の全体像を提示する先駆的研究であっ
たため、フィンク思想において最も大きな哲
学的貢献が認められる「世界」概念の解明に
更なる発展の余地を残した。現象学研究全般
をみてもフッサールの「生活世界」論を除く
と現象学的「世界」概念の包括的な解明作業
がなされてきたとは言い難いことから（G. 
Brand: Die Lebenswelt (1971) 等参照）、フ
ィンク思想を中心とした現象学的「世界」論
の体系的解明作業の完成が必要とされてい
る。 
（問題点３）このようなフィンクおよび現象
学の先行研究をめぐる状況は、現象学的「世
界」論のもつ哲学史的貢献を見えにくいもの
とし、結果としてその現代的意義がこれまで
殆ど問われてこなかった（唯一の注目すべき
例 外 と し て は ： L.Tengelyi: Welt und 
Unendlichkeit (2014)参照）。 
 
２．研究の目的 
 
上記の研究開始当初の背景と問題点を受

けて、本研究は現象学運動全体における世界
概念がもつ意義の体系的・哲学史的な解明を
目的とした。その際、「世界の現象学」を提
唱するオイゲン・フィンクの思想を特に解明
の中心にすえた。本研究が必要とされる理由
は、①伝統的な哲学的「世界」概念が抱える
困難の解消に、現象学的世界概念が大きな貢
献をもたらすことが期待されるが、②この分
野での先行研究は個別の現象学者の所見を
検討するに留まり、現象学運動全体における
世界概念の哲学的意義の解明には至ってい
ないからである。このことから、本研究は、
三つの具体的課題に取り組んだ： 
（１）哲学的「世界」概念の歴史的考察（現
象学的「世界」概念の前史の解明）。 
（２）現象学的「世界」概念の体系的解明。
（３）現象学的「世界」概念の哲学史への貢
献の解明。 
 
３．研究の方法 
 

本研究は、既述の研究目的達成のために、
以下の三つのアプローチを用いた： 
（１）. 西洋哲学史における「世界」概念の
多義性の解明：現象学的世界概念の包括的解
明を目的とする本研究は、哲学史上の「世界」
概念の多義性を予め整理し、議論の地盤整備
をおこなう。その際、現象学への影響の大き
いカントにおける「世界」概念の解明を中心
的作業に据え、フィンクを中心とした現象学
者の「世界」概念を中心としたカント解釈の
解明作業をおこなった。 
（２）. 現象学的世界概念の体系的解明：現
象学的「世界」論に多大な貢献をなしたフィ
ンク思想を手引きとすることで、（特にフッ
サールとハイデガーを中心とする）現象学運
動全体における「世界」論の体系的解明をお
こなった。 
（３）. 現象学的世界概念の哲学史的位置づ
けと現代的意義の解明：上記（１）と（２）
の成果に基づき、現象学運動全体における
「世界」概念の独自性および哲学的意義を哲
学史的観点から確定し、その現代的意義を明
示化した。 
 
４．研究成果 
 
 既述のとおり、本研究課題「オイゲン・フ
ィンクを中心とした現象学的世界概念の包
括的研究」は、（１）現象学的世界概念の重
要な哲学史的背景のひとつであるカントお
よびカント以降の哲学的世界概念の伝統的
理解の解明を目指す「世界概念の歴史的解明
（現象学的世界概念の前史）」、（２）現象学
におけるその哲学的・理論的展開の内実を、
主にオイゲン・フィンクの思想を中心として
体系的に提示する「現象学的世界概念の体系
的解明」、および、（３）その哲学史的位置づ
けと意義を明らかにする「現象学的世界概念
の哲学史への貢献の解明（その現代的意義の
解明）」の三つの軸を持つものであった。以
下、研究年度ごとにまとめて、成果の概要を
示す。 
（平成 27 年度の研究成果） 
平成２７年度の研究成果は、本研究の目的

に対応して、三つの主題に分類される。 
（１）「世界概念の歴史的解明（現象学的世
界概念の前史）」に関しては、フィンクによ
るカントの世界概念の解明に従事し、雑誌論
文②、学会発表④の成果を公表した。これま
で、ごく限られた先行研究（ほぼ唯一の例外
と し て は 、 R.Lazzari, “Weltfrage und 
kosmologische Interpretation von Kants 
Kritik der reinen Vernunft”, in 
Weltdenken (2011）38-56 を参照)において、
あくまでフィンク思想に内在的な仕方での
み言及されてきたフィンクのカント解釈を、
フッサールおよびハイデガーの思想を視野
に収めたうえで、その「世界」概念という観
点から解明した点に当該成果の顕著な意義
が認められる。 



（２）「現象学的世界概念の体系的解明」に
ついては、（a）フィンクの現象学的世界概念
の体系的解明と（b）これに基づく、「時間」
や「感性と悟性」といった古典的哲学的問題
に対するフィンクを中心とした現象学の側
からの応答という観点から研究を展開した。
(a)に関しては、学会発表⑤、(b)に関しては、
主に、雑誌論文①、学会発表①、⑥、⑨でそ
の成果が公開された。これまで主に後期思想
から解明されることの多かったフィンクの
「世界」概念（武内大『現象学と形而上学』、
2010 等参照）を、主に、その前期思想を中心
として解明し、その現象学的な意義を「感性
と悟性」など古典的問題から具体的に示した
点にこれらの研究の、先行研究には認められ
ない意義がある。 
（３）「現象学的世界概念の哲学史への貢献
の解明（その現代的意義の解明）」に関して
は、主に現代フランス現象学での議論を媒介
とした、現象学的世界概念の哲学史的意義の
解明に従事した。その研究成果は、雑誌論文
⑤、学会発表②、③、⑦、⑧を通じて公開さ
れた。本研究の特徴および意義は、独自の「世
界」をめぐる現象学的思索を展開したラス
ロ・テンゲィ（1954-2014）の思想の体系的
紹介をおこなったうえで、特に、その現代フ
ランス現象学との関連を明らかにした点に
ある。 
（平成２８年度の研究成果） 
平成２８年度は、前年度までの研究成果を

受けて、以下のような研究成果を挙げた。 
（１）「世界概念の歴史的解明（現象学的世
界概念の前史）」に関しては、前年度のフィ
ンクの現象学的カント解釈に関する研究を
展開することで、フッサールおよびハイデガ
ーのカント解釈の異同の解明に従事し、現象
学におけるカントの世界概念の批判的受容
と対決を明らかにした。これらの成果は、雑
誌論文⑥、学会発表⑩、⑫などを通じて公開
された。これらの研究の特徴は、これまで、
あくまで独立に論じられてきた、フッサール
およびハイデガーの現象学的カント解釈を、
フィンクの解釈を媒介することにより、統一
的理解にもたらす基礎的作業に着手した点
にある。 
（２）「現象学的世界概念の体系的解明」に
関しては、フッサールとフィンクの現象学的
世界概念の体系的解明の更なる展開が図ら
れた。その成果は、雑誌論文③、④、学会発
表⑬、図書①を通じて公開された。これらの
研究の最大の特徴は、現象学的「世界」概念
を体系的に提示するだけでなく、その哲学的
意義を、主に必然性/可能性といった様相を
めぐる伝統的な形而上学的問題系の観点か
ら示した点に求められる。 
（３）「現象学的世界概念の哲学史への貢献
の解明（その現代的意義の解明）」に関して
は、主に、カントからハイデガー、現代の分
析形而上学に至る形而上学的伝統の批判的
検討を試みるマルクス・ガブリエルの「新実

在論」を中心とした現代哲学における世界概
念と対照することで、フィンクを中心とした
現象学的世界概念の哲学史的・形而上学史的
位置づけ作業に従事した。その研究成果は、
学会発表⑪にて公開された。この研究の根本
的意義は、現代における哲学的「世界」論の
展開と現象学の思想の内実の比較・対照をお
こなった点に留まらず、むしろ、「世界」の
問題系が持つ、哲学・形而上学史のなかでの
位置づけの再考を促す点にある。 
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